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組
合
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
、
教
宣
部
員
の
外
池
で
す
。

連
日
の
夏
日
の
な
か
現
場
作
業

に
従
事
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

横
浜
市
内
を
一
望
で
き
る
展

望
台
施
設
と
い
え
ば
、
真
っ
先

に
浮
か
ぶ
の
は
、
横
浜
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
「
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー
」
や
山
下
公
園
に
隣

接
す
る
「
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
」
が

頭
に
浮
か
び
ま
す
。

い
ず
れ
も
有
料
施
設
と
な
り

ま
す
が
、
だ
い
ぶ
前
に
無
料
の

展
望
施
設
を
教
え
て
も
ら
っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
横
浜
み
な
と
み
ら

い
線
・
馬
車
道
駅
の
商
業
・
文

化
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

北
仲
ノ
ッ
ト
に
隣
接
す
る
「
ザ

・
タ
ワ
ー
横
浜
北
仲
」
で
す
。

こ
の
「
ザ
・
タ
ワ
ー
横
浜
北

仲
」
は
、
高
さ
2
0
0
メ
ー
ト

ル
の
58
階
建
て
超
高
層
・
超
高

級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
展
望
台
は
、

46
階
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
3
6
0
度

ぐ
る
り
と
一
周
見
渡
せ
る
、
一

般
の
方
が
利
用
可
能
な
無
料
の

展
望
フ
ロ
ア
で
す
。

先
日
、
機
関
紙
の
校
正
の
帰

り
に
藤
木
さ
ん
と
、
ぶ
ら
り
旅

な
ら
ぬ
物
見
遊
山
気
分
で
立
ち

寄
っ
て
観
て
き
ま
し
た
。

ひ
と
世
代
前
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
私
の
若
い
頃
よ
く
こ
こ

で
検
量
の
個
貫
（
こ
か
ん
）
で

看
貫
（
か
ん
か
ん
）
作
業
を
行

っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
輸
入
貨
物
の
麻
袋
の

バ
ル
ク
物
で
「
は
し
け
の
水
切

り
」
の
陸
揚
げ
現
場
が
あ
り
、

し
ば
し
ば
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
Ｍ
Ｍ
21
再
開

発
地
区
と
な
り
、
観
光
・
商
業

施
設
と
様
変
わ
り
し
て
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

建
物
内
に
入
り
46
階
直
通
の

専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が

っ
て
み
る
と
、
と
び
ら
が
開
い

た
途
端
、
広
々
と
し
て
開
放
的

で
、
目
の
前
に
は
、
絶
景
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

前
回
で
も
リ
レ
ー
随
筆
で
、

横
浜
港
の
色
々
な
場
所
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
全
て
が
一
望
で

き
ま
し
た
。

正
面
に
は
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
や
大
さ
ん
橋
、
横
浜
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
、
左
手
の
Ｍ
Ｍ
地
区

に
は
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ

ワ
ー
が
目
の
前
、眼
下
に
は「
帆

船
日
本
丸
」
、
大
観
覧
車
や
ヨ

コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。
目
を

凝
ら
し
て
み
る
と
遠
く
に
は

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
も
見

え
ま
す
。
右
手
に
は
、
こ
の
欄

で
紹
介
し
た「
横
浜
三
塔
物
語
」

の
、横
浜
市
開
港
記
念
会
館（
ジ

ャ
ッ
ク
）
・
神
奈
川
県
庁
（
キ

ン
グ
）
・
横
浜
税
関
（
ク
イ
ー

ン
）
を
一
緒
に
見
る
こ
と
の
で

き
ま
す
。
関
内
駅
方
面
に
は
プ

ロ
野
球
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
」
も
見
え
ま
す
。

横
浜
港
を
観
る
な
ら
、
無
料

で
ミ
ナ
ト
の
絶
景
が
味
わ
え

る
、
素
晴
ら
し
い
穴
場
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
皆
様
も
横
浜
を
訪
れ

た
際
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄

っ
て
観
て
は
、
い
か
が
で
す
か

？
【
場
所
：
神
奈
川
県
横
浜
市

中
区
北
仲
通
5
―
57
―
2

ザ

・
タ
ワ
ー
横
浜
北
仲
46
階
】

前
回
は
、
第
32
条
の
コ
ン

テ
ナ
ゲ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
時

間
の
1
項
を
読
ん
で
き
ま
し

た
。
08
時
か
ら
16
時
30
分
基

本
と
し
て
、
20
時
ま
で
の
延

長
の
取
り
扱
い
や
休
憩
時
間

・
日
曜
や
祝
日
の
対
応
を
定

め
た
も
の
で
し
た
。

今
回
は
、
第
2
項
に
進
み

ま
す
。
原
文
は
次
の
通
り
で

す
。第

７
章

作
業
体
制

第
３２
条

コ
ン
テ
ナ
ゲ

ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
時
間

第
2
項

国
土
交
通
省
が

行
う
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
に
係
る
社

会
実
験
に
つ
い
て
は
、
第
12

章
第
58
条
第
13
項
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

国
土
交
通
省
は
、
港
湾
の

24
時
間
オ
ー
プ
ン
を
企
図
し

て
、
日
港
協
を
通
じ
て
09
年

11
月
と
11
年
10
月
に
「
社
会

実
験
」
の
提
案
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
、目
的
や

方
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

各
々
に
つ
い
て
労
使
政
策
委

員
会
な
ど
で
協
議
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
合
意
を
一
括
し

た
も
の
が
、
第
32
条
第
2
項

で
す
。
そ
こ
に
第
12
章
第
58

条
第
13
項
に
よ
る
と
し
て
い

る
の
は
、
社
会
実
験
へ
の
対

応
で
あ
り
、
恒
常
的
な
制
度

と
し
て
確
認
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
れ
を
契
機
に
24

時
間
オ
ー
プ
ン
と
い
う
流
れ

が
既
成
事
実
化
し
た
り
、
ゲ

ー
ト
時
間
規
制
の
緩
和
へ
の

強
い
警
戒
感
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
2
つ
の
社
会
実
験
へ

の
合
意
に
つ
い
て
、
読
み
進

め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

（
1
）
58
条
13
項
①

「
国
土
交
通
省
が
行
う
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ゲ
ー
ト

オ
ー
プ
ン
に
係
る
社
会
実
験

拡
大
に
関
す
る
確
認
書
（
09

年
11
月
19
日
付
）」に
つ
い
て

09
年
6
月
、
国
土
交
通
省

は
、物
流
コ
ス
ト
削
減
・
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
で
「
港
が

変
わ
り
ま
す
」と
銘
打
っ
て
、

横
浜
港
・
名
古
屋
港
・
神
戸

港
を
対
象
に
20
時
ま
で
の
ゲ

ー
ト
オ
ー
プ
ン
の
社
会
実
験

を
行
う
と
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
日
港
協
は
20
時
ま
で
の

オ
ー
プ
ン
は
産
別
協
定
（
予

約
制
）
に
則
っ
て
実
施
し
た

い
と
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

組
合
側
は
、
3
港
に
絞
る
こ

と
で
隣
接
港
と
の
格
差
を
生

ま
な
い
か
、
荷
主
向
け
に
実

験
期
間
中
は
利
用
料
無
料
と

し
て
い
る
が
荷
役
料
金
へ
の

配
慮
が
な
い
と
追
及
し
て
、

そ
の
課
題
の
克
服
を
課
題
と

し
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
う

え
で
地
区
協
議
を
経
て
い
く

こ
と
を
前
提
に
、
次
の
通
り

合
意
し
ま
し
た
。
確
認
書
の

要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

①
実
験
は
、
当
面
、
ス
ー

パ
ー
中
枢
港
湾
に
指
定
さ
れ

て
い
る
港
の
内
、
名
古
屋
港

（
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
、
神
戸

港
Ｐ
Ｃ
14
〜
18
で
実
施
す

る
。
上
記
以
外
の
対
象
港
に

お
い
て
は
地
区
関
係
者
で
協

議
す
る
。

②
実
施
に
当
た
っ
て
は
産

別
協
定
通
り
と
す
る
（
20
時

ま
で
の
予
約
制
適
用
）

③
必
要
コ
ス
ト
は
国
庫
負

担
と
す
る
。

④
問
題
点
が
惹
起
し
た
場

合
は
、
見
直
し
な
ど
に
つ
い

て
協
議
す
る
。

㊟
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
＝

02
年
に
国
土
交
通
省
が
こ
れ

ま
で
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
設
を
転
換
し
、
集
約
化

・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
東

京
・
横
浜
・
名
古
屋
・
四
日

市
・
大
阪
・
神
戸
を
ス
ー
パ

ー
中
枢
港
湾
と
指
定
し
た
。

こ
れ
を
よ
り
集
約
化
へ
と
進

め
た
の
が
現
在
の
国
際
戦
略

港
湾
戦
略
と
な
る
。

こ
の
確
認
書
に
至
る
経
過

の
中
で
、
組
合
側
は
実
験
中

と
は
い
え
港
間
差
別
が
起
き

る
こ
と
、
行
政
の
コ
ス
ト
負

担
に
よ
っ
て
低
料
金
が
固
定

化
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
提
起
し
た
。
日
港
協
は

「
組
合
側
の
懸
念
が
起
き
た

場
合
は
実
験
の
見
直
し
を
提

起
す
る
」
と
し
、
実
験
中
の

寄
港
地
変
更
や
料
金
ダ
ン
ピ

ン
グ
は
許
さ
な
い
と
の
立
場

で
、
産
別
労
使
協
議
体
制
の

も
と
で
行
政
に
も
の
言
う
姿

勢
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も

特
徴
で
し
た
。
ま
た
、
組
合

側
は
、
組
合
側
の
懸
念
と
合

わ
せ
日
港
協
の
姿
勢
を
、
行

政
交
渉
（
中
央
行
動
）
で
確

認
し
て
、
先
に
示
し
た
確
認

書
の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
当
時
の
日
港
協
の
姿
勢

と
現
在
の
日
港
協
と
の
違
い

が
明
ら
か
で
す
。
産
別
労
使

が
行
政
の
進
め
る
港
湾
「
合

理
化
」
に
臨
む
、
重
要
な
教

訓
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
2
）
58
条
13
項
②

「
国
土
交
通
省
が
行
う
社

会
実
験
『
Ｃ
Ｔ
ゲ
ー
ト
24
時

間
オ
ー
プ
ン
3
交
代
制
』
の

モ
デ
ル
事
業
に
係
る
労
使
政

策
委
員
会
議
事
確
認
（
11
年

10
月
20
日
付
）
」
に
つ
い
て

国
交
省
は
、
当
初
ゲ
ー
ト

の
24
時
間
オ
ー
プ
ン
化
に
関

す
る
社
会
実
験
を
行
い
た
い

旨
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、

労
使
協
議
の
ル
ー
ト
に
乗
せ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
組

合
側
は
労
使
協
議
の
俎
上
に

乗
ら
な
い
限
り
対
応
で
き
な

い
旨
、態
度
を
留
保
し
た
。そ

の
後
、
国
土
交
通
省
と
し
て

日
港
協
に
労
使
協
議
が
要
請

さ
れ
、
中
央
・
地
区
で
並
行

的
に
協
議
し
た
結
果
、
神
戸

港
に
お
い
て
実
験
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
、
要
旨
次
の
議

事
録
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

①
港
湾
労
働
者
の
雇
用
維

持
を
図
り
つ
つ
タ
ー
ミ
ナ
ル

効
率
化
の
向
上
を
図
る
。

②
モ
デ
ル
事
業
は
、
神
戸

港
に
お
い
て
の
み
行
う
。

③
作
業
に
従
事
す
る
労
働

者
の
就
労
は
、
他
作
業
を
含

め
月
間
3
回
を
超
え
て
は
な

ら
ず
、
所
定
外
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金
を
支
払
う
。

④
必
要
な
コ
ス
ト
の
補
填

は
国
庫
助
成
で
行
う
。

⑤
当
該
実
験
は
、
地
区
労

使
（
企
業
内
労
使
）
合
意
の

上
行
い
、
今
後
の
前
提
と
せ

ず
、他
港
に
波
及
さ
せ
な
い
。

ま
た
、
問
題
点
が
惹
起
さ
れ

れ
ば
見
直
し
も
含
め
再
協
議

す
る
。

こ
の
議
事
確
認
を
ふ
ま

え
、
神
戸
地
区
に
お
い
て
労

使
協
議
を
行
い
、
Ｐ
Ｃ
―
18

共
同
デ
ポ
を
使
い
16
時
30
分

〜
翌
8
時
30
分
ま
で
の
時
間

帯
で
産
別
協
定
を
軸
に
詳
細

な
作
業
体
制
を
確
認
の
う
え

実
施
し
ま
し
た
。た
だ
し
、国

交
省
の
当
初
の
目
的
は
「
3

交
代
」と
し
て
い
た
が
、貨
物

量
の
関
係
か
ら
事
実
上
「
2

交
代
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
2
つ
の
合
意
は
、

あ
く
ま
で
も
「
社
会
実
験
」

で
あ
り
、
現
行
の
32
条
1
項

は
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
紹
介
し
て
き
た
よ

う
に
行
政
に
モ
ノ
言
う
産
別

の
労
使
協
議
体
制
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。そ
れ
ば
か
り
か
、

早
朝
オ
ー
プ
ン
（
07
：
30
〜

08
：
30
）
に
つ
い
て
も
、
中

央
・
地
区
労
使
の
確
認
が
な

け
れ
ば
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

次
回
は
、
第
33
条
に
進
み

ま
す
。こ
れ
は
、「
日
曜
荷
役
」

条
項
で
す
。「
日
曜
・
祝
日
完

全
休
日
要
求
と
運
動
」
は
、

港
湾
産
別
運
動
と
全
国
港
湾

結
成
の
契
機
と
な
る
も
の
で

し
た
。
こ
う
し
た
、
歴
史
的

な
背
景
も
含
め
て
読
み
進
ん

で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

各
単
組
定
期
大
会
予
定

～コンテナゲートの作業体制～～コンテナゲートの作業体制～

港湾産別協定35港湾産別協定35

～絶景穴場スポット～
横浜港無料展望台
～絶景穴場スポット～
横浜港無料展望台
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